
（該当業務： ）

）

）委託の場合

市内外の芸術・文化の愛好者や、活動を行っている人
これから活動を始めようとしている人

①

根拠条例等

補助・単独

実施形態

正規職員が関与すべき法的義務性

07

政 策

施 策

優先度◆◇◆ 総合計画・行動計画 施策シート ◆◇◆

確 認 項 目

事
務
事
業
の
概
要

百万円 百万円

Ａ

芸術文化一般事務経費（社教）

枝番号

10

会計こころ豊かな人が育ち、いきいきと活躍できるまち（教育・文化・スポーツ）

公民館費

課名

生涯学習課

番号 所属長名

03

01

総
合
計
画

部名

坂部武美

事業の目的（どういう状態にしたいのか）

◆◇◆ 事 務 事 業 評 価 票 ◆◇◆

教育費

05 社会教育費項

01 一般会計財
務
科
目

多彩な文化と生涯スポーツ活動の振興

基 本 政 策

04

法令名・根拠条文

目

事業の内容（目的達成のための手段・方法）

文化・芸術活動の推進

款03

以降

展開方針
（年度別の事業内容）

平成20年度（参考） 平成21年度 平成22年度 平成23年度

百万円 百万円

平成21年度の実施内容・計画どおり実施できなかった理由

企画政策課
意 見

百万円

市 長 指 示 事 項 等

総事業費 百万円

行動計画掲載

完了予定年度事業開始年度 昭和27

平成21年度の実施内容・成果

基
本
事
項

教育委員会

事務事業名

Ｂ Ｃ

年度未定

②

年度

根拠条例等

根拠法令要綱等

作品の展覧や音楽祭等をとおして、芸術文化創造活動を奨励・推
進するとともに、幅広く市民に文化芸術に対する理解と関心を深
め、文化意識の高揚を図る。

事業の対象（誰に対して・何に対して）

・市主催事業として、 西脇市美術展覧会、文芸まつり、子ども芸術祭美術展、春のカルチャーフェスティバル、子ども芸術祭
子ども音楽祭、春のカルチャーフェスティバル市民音楽祭を開催する。
・文化連盟との共催事業として、美術協会展、いけばな展、芸能まつり、照楓会、東はりま大茶会を開催する。

根拠法令要綱等

③

(①または②の場合)

国・県の補助金有り 市単独

なし あり

直営 一部委託 その他（補助・負担金全部委託

入札 随意契約（契約先：

① 計画どおり進んでいる。

② おおむね計画どおり進んでいる。

⑤ 完了・達成（計画事業の終了）

③ 着手しているが、計画よりも遅れている

④ 計画どおり着手していない。

総合計画対象事業

市長公約・懸案事項

議会確認事項

Ａ Ｂ Ｃ

新規 継続 単年度

市単費上乗せ

義務実施事業

努力義務実施事業

任意実施事業

経常 臨時
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【１次評価】 評価実施：平成21年度

【２次評価】 評価実施：平成21年度

【３次評価】

総
合
評
価

総
合
評
価

総
合
評
価

２評 価
ポイント

事業の優先度（緊急性） ３ 事業の必要性

直接のサービスの相手方 ２

110人

0.48 0.40

10回
10回

一般人件費[平均給与×(B)]

②
5,537人

説明

5,395人

成
果
指
標

（
目
標

）

①
-単価

単価
98.1% 100.0% 100.0%

5,500人

３
４
３ 実施主体の妥当性

市民ニーズの把握 １

名称

説明

名称

110人
110人

100.0%

100人 110人 110人

5,500人5,500人

①

②

110人
- -

達成度

目標値
18年度 19年度 20年度 21年度

10回 10回

100.0%
650千円

実績値

受益者負担率[(E)/(D)] (F) ％ 0.0% 0.0% 0.0%

22年度

受益者負担額 (E) 千円

総コスト[(A)+(C)] (D) 千円 6,497

3,167

5,977 7,802

5,146

0.65

2,656

2,656

0

3,292

2,810

2,697

(A')事業費(予算額または見込額）

2,810

事
務
事
業
デ
ー

タ (C) 千円 3,800

3,144

18年度 19年度 20年度 21年度

3,046

0

3,234

3,234

0

単位

千円

0

一般財源

2,697

0 0 0

3,046

22年度

3,292 3,144

一般財源

事業費(決算額) (A)

一般職員所要人員 (B) 人

特定財源

活
動
指
標

（
目
標

）

単価

名称

説明

名称

説明

10回 10回 10回

3,046

0

3,046

特定財源

10回

110人

100.0% 100.0%
598千円 780千円

達成度
目標値

1,204円 976円 1,409円
6,125人実績値

達成度

5,500人 5,500人
100.0% 100.0%

目標値
実績値

達成度

参加者数
目標値

単価

実績値

実行委員会等延参加者

イベント来場者数

出展者及びチケット購入者数

イベント開催回数

文化連盟主催事業、市主催事業

３
実施主体の妥当性

受益者負担の適切さ

評 価
ポイント

事業の優先度（緊急性）

直接のサービスの相手方
４
３

事業の必要性

受益者負担の適切さ
評価結果 現在、文化連盟主催事業や市主催事業など様々な事業が計画展開されている。市民文化の奨

励、市民に対する宣伝啓蒙など市民文化振興は重要であり、継続実施する。しかし、文化連盟の事
務局を市が担当していることもあり、文化連盟が主催する事業であっても自主性や主体性に乏しい
面もあるなど、行政と団体の役割分担を明確にするなどの課題もある。

各種文化団体の連絡調整など文化連盟独自での事務局雇用の検討。市主催の「春のカルチャーフェスティバル（内容：市
民作品展、市民音楽祭、美術協会展）」や「子ども芸術祭（内容：子ども芸術祭.美術展、音楽祭）」、文化連盟主催の「美術協
会展」など対象者や主催が違うが同じ内容といったような類似事業の一本化や見直しも行う。

３

改
善
策

１次評価にあるように、文化連盟の運営を団体が独自で行えるよう、連盟事務局職員の雇用について期限を
切って調整し、市職員の関与を段階的に減じていく必要がある。また、文化振興施策を担う市の責任と範囲を
明確にするとともに、文化連盟との役割分担の整理を行い、類似事業の一本化や見直しを検討する必要があ
る。

評価結果 判
断
理
由

改
善
策

判
断
理
由

市民文化の奨励、市民に対する宣伝啓蒙など市民文化振興施策として重要な役割を担っていると言える。市
主催事業に加えて文化連盟主催事業への共催を行っており、一般職員所要人員が0.65と大きな負担となって
いるが、これは１次評価にあるように、文化連盟の事務局を市が担当していることが大きな要因である。そのた
め、文化連盟が主催する事業であっても自主性や主体性に乏しい面もあるなど、行政と団体の役割があいま
いになっている。

評価結果

判
断
理
由

改
善
策

３ 市民ニーズの把握

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止
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